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国語科学習指導案
指導者 浜岡 恵子

日 時 平成３１年２月

年 組 中学校第２学年１，２組

単 元 三浦哲郎「盆土産」（国語２ 光村図書）

単元について

「盆土産」は，三浦哲郎が１９８０年に発表した『冬の雁』所収の短編である。出稼ぎの父親から，家族

の元に「盆には帰るすけ。土産はえびフライ。油とソースを買っておけ。」という電報が届く。盆には帰れ

ないかもしれないと聞かされていた家族（特に姉，弟）は，父親の急な帰郷の知らせに戸惑いを感じながら，

電報に書かれた「土産は，えびフライ」を楽しみに待つ。ただし，都会から遠く離れた所に住む姉弟は「え

びフライ」を見たことも，食べたこともない。様々なものが国内はもちろん世界中を流通する現代に生きる

生徒たちは，はじめ「えびフライ」を知らない姉弟の状況を不思議に感じるであろう。そのような時代背景

を理解するための工夫は必要である。そのうえで，二人が初めて聞く「えびフライ」への期待，そして食べ

た時の満足感，幸福感が作者の巧みな表現を通して生徒に自然と伝わっていく。そして，読み進めていくに

つれ，「えびフライ」は，家族が互いを思いやる心情と絆の深さを象徴するものであることを作品から感じ

とるのである。

本校の２学年は，これまでの中学校国語科の学習の中で物語，小説では１年で「花曇りの向こう」（瀬

尾まいこ），「大人になれなかった弟たちへ」（米倉斉加年），「少年の日の思い出」（ヘルマン・ヘッセ），

２年で「アイスプラネット」（椎名誠），「世界で一番の贈り物」（マイケル・モーパーゴ）を学習して

いる。概ね同年代の少年や少女が主人公で，主人公に自分を同化させたり，客観化させたりしながら

状況や心情を読み取ることを中心に授業を進めてきた。本作品は，「関わりの中で ―さまざまな関係

を捉え，考えを深める―」として他の二作品とともに一章を構成している。中学２年という大人と子どもの

狭間で，特に家族に対して素直になれない時期の生徒たちには，ぜひこの作品を通じて，家族の関わりにつ

いて正面から考えさせたいものである。

指導にあたって，家族が互いを思う心情を読んでいくために，主人公の少年からの視点と父親からの視点

両方からこの作品を読みたいと考えた。「関わり」を考えさせるとき，一方向からの視点で読み取るだけで

は物足りないと考えたからである。単元の前半では，少年からの視点で，父からの電報を受け取った所から

別れまでのできごとを時系列に並べ，少年の心情を読み取らせていく。そして単元の後半では，父親からの

視点で小説には書かれていない部分（帰郷する前にえびフライを店に買いに行く，都会に戻って仕事に向か

う等）を含め，父親の日記という形で，無口な父親自身に家族への思いを語らせることとした。このように

することで，例えば，主人公が釣ってきた雑魚を父親が食べる様子や，墓参りに行った際，黙ってたばこを

ふかす姿が，単なる行動描写ではなく，込められた父の思いと重ねて読み取ることができるようになる。ま

た，その思いは帰郷している間だけではなく，遠く離れて暮らす日々の中にもあることに気づく。

現代においても，家族がそろって暮らしている生徒もあれば，この作品と同様，離れて暮らす家族がいる

生徒もいる。家庭の事情は様々であるが，この作品からそれぞれが温かいものを感じ取り，改めて自分と家

族の関わりにも思いが至るような，豊かな感性を育てていきたい。

指導目標

１．作品の構成や登場人物の描写に着目して，人柄や心情を読み取ることができるようにする。

２．作品に描かれている優しさや温かさなどを表現に即して読み味わうことができるようにする。
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指導計画（全５時間）

学習活動 指導の手立て

第１～ ○初読の感想及び疑問に感じたことを書く。 ○読むことの難しさはほとんどないが，

２時 ○本文を読み，できごとを時系列に整理していく。 時代感覚にはかなりのずれがあるの

○場面ごとに，家族の会話（特に主人公の少年）を で，資料等を使って説明を加えた方

手がかりに，心情を読み取っていく。 が良い。（出稼ぎ，冷凍食品等）

○「えびフライ」のもつ意味合いが，

場面を追うごとに変化していること

に注目させる。

第３時 ○父親に注目し，本文の描写を確認する。 ○小説は，少年からの視点で描かれて

○次の２点について考える いるため，父親の描写はあまり多く

・父親が「盆には帰れないかもしれない」と言っ はない。その点を踏まえて，しっか

ていたのに，なぜ帰ることにしたのか りと想像させる。

・盆土産にえびフライを買って帰ったのはなぜか

第４～ ○父親の日記を書く。 ○日記は故郷で過ごした２日間に加え

５時 ・本文を読んで，日付・曜日を書く。 て，前後合わせて４日間の日記を書

・一日の流れも意識しながら，父親の行動や心情 くこととする。

を書く。 ○日記なので，日付・曜日を書かせる。

＊動画１～４ 日付は本文から読み取れるが，曜日

＊ワークシート１ は複数の意見が出るので，一旦，ク

○書いた日記を，互いに読み合う。 ラス全体で日付，曜日を確認する。

○日記の本文を書き終えたら，互いが

書いた日記を読み合えるようにする。

その後に，書き加えたいことが出て

きたら，どんどん書き足すように促

す。

第６時 ○学習を通して気づいたことを交流する。 ○「えびフライ」が単なる「土産」，「食

グループ → クラス べ物」ではないことを，交流する際

の柱にする。

○今回の学習を振り返る。 ○初読の疑問・感想に書いたことを確

◆初めに感じていた疑問点を解決することができた 認し，父親の視点を獲得したことで，

か 学習後に広がりや深まりが生まれて

◆この小説に関する読みの深まりを実感できたか。 いることを実感できるようにする。

＊ワークシート２

学びを豊かにするための手立て

作品を複数の視点から読み進めることで，より深く登場人物の人柄や心情を読み取ることができるように

させたい。そのために，第一の手立てとして，できごとを時系列に整理して流れを確認させることとする。

この手立てにより，場面の理解を助けることにつながると同時に，現在→回想→現在と時間が行き来する立

体的な構成が，非常に効果的に作用していることに気づくこととなる。

また，父親の日記を書くことで，作品中では多くを語らない父親に家族への思いを語らせる。正月には「盆

には帰れぬだろう」と言っていた父親が，たった「１日半しか休暇をもらえなかった」にもかかわらず、な

ぜ「えびフライ」を土産に家族の元に帰ってくることにしたのか。本文を根拠にしながら想像力を膨らませ

ていくことが第二の手立てである。
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ワークシート１ 例
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ワークシート２ 例
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